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JENESYS2018 ASEAN 招へいプログラム第 2陣の記録 

日 ASEAN 青少年スポーツ交流(ラグビー)  

対象国：ASEAN10 か国、東ティモール 

 

１．プログラム概要 

対日理解促進交流プログラム「JENESYS2018」の一環として、ASEAN10 か国（インドネ

シア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシ

ア、ミャンマー、ラオス）及び東ティモールの青年及び役員等 164 名が、2018 年 9月 18

日～9月 25 日の日程で来日し、「日 ASEAN 青少年スポーツ交流（ラグビー）」をテーマと

したプログラムに参加しました。 

一行は、静岡県を訪問し、日本ラグビーフットボール協会の協力の下、タグラグビー

を通じた日本と ASEAN の協力、2019 年ラグビーワールドカップ等についての講義を聴講

し、日本人を含む 12 か国の青少年によるタグラグビーの合同練習、各国混成チームでの

交流試合及び交流会を行いました。また、一行は、静岡県内の学校訪問や文化視察を通

じて、同世代の日本人青少年との友情を育み、日本についての理解を深めました。帰国

前には、外務省を表敬訪問し、その後の成果報告会では、今回の訪日経験を家族・友

人・周囲の人へ伝えるための帰国後のアクション・プラン（活動計画）について発表し

ました。各々の関心事項や体験は、日本滞在中、また帰国後に、SNS を通じても発信され

ました。 

 

【参加国・人数】11 か国・164 名 

（内訳）インドネシア 15 名、カンボジア 15 名、シンガポール 14 名、タイ 15 名、フィ

リピン 15 名、ブルネイ 15 名、ベトナム 15 名、マレーシア 15名、ミャンマー15 名、

ラオス 15 名、東ティモール 15 名 

【訪問地】東京都、静岡県 

 

２．日程   

9月17日（月）又は18日（火） 来日* 

9月18日（火）  東京都から静岡県へ移動 

【オリエンテーション】、【役員等ブリーフィング】 

9月19日（水）  【自治体概要説明の聴講】静岡県地域概要の紹介 

        講師：静岡県文化・観光部スポーツ局ラグビーワールドカップ2019推 

進課 課長 高倉 健二 氏 

【企業視察】※国別に分かれて訪問 

ヤクルト富士裾野工場（インドネシア、シンガポール、東ティモール 

、フィリピン、ブルネイ、マレーシア） 

アサヒ飲料株式会社富士山工場（カンボジア、タイ、ベトナム、ミャ 

ンマー、ラオス） 
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9月20日（木） 【ASEAN概要講義の聴講】ASEAN事務局 

【歴史的建造物視察】三嶋大社 

       【学校交流】※国別に分かれて訪問 

静岡県立御殿場南高等学校（フィリピン、ブルネイ、マレーシア） 

静岡県立御殿場高等学校（インドネシア、シンガポール、東ティモー 

ル） 

静岡県立裾野高等学校（カンボジア、ミャンマー、ラオス） 

静岡県立小山高等学校（タイ、ベトナム） 

9月21日（金） 【基調講演の聴講】 

        1．「ラグビーについて」講師：菊谷 崇氏（元日本代表キャプテン） 

        2．「より良いASEANの実現に向けて～タグラグビーを用いて～」 

講師：（公財）日本ラグビーフットボール協会普及競技力向上委員会 

        国際協力部門員 向山 昌利氏 

【スポーツ交流】タグラグビーのルール説明、合同練習、役員等への 

ラグビー普及に向けた取組の説明「学校体育とタグラグビー」 

9月22日（土） 【スポーツ交流】タグラグビー合同練習、タグラグビーフレンドリー 

マッチ 

9月23日（日） 【スポーツ交流】タグラグビーフレンドリーマッチ（日本チームとの 

交流）、【関係者との交流会】、【ワークショップ（報告会準備）】 

9月24日（月）  静岡県から東京都へ移動 

【最先端技術の視察】日本科学未来館 

9月25日（火） 【表敬訪問】外務省、【成果報告会】 

9月25日（火）又は26日（水）  帰国* 

*フライトの都合による。 

 

３．プログラム記録写真  

  

9月18日【オリエンテーション】 9月19日【自治体概要説明の聴講】 
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9 月 19 日【企業視察】ヤクルト富士裾野 

工場視察 

9月19日 【企業視察】アサヒ飲料株式会社

富士山工場視察 

  

9月20日【学校交流】県立御殿場南高等学校 9月20日【学校交流】県立御殿場高等学校 

  

9月20日【学校交流】県立裾野高等学校 9月20日【学校交流】県立小山高等学校 

  

9月20日【歴史的建造物視察】三嶋大社 9月20日【ASEAN概要講義の聴講】 
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9月21日【スポーツ交流】タグラグビー合同

練習 

9月22日【スポーツ交流】タグラグビー合同

練習 

  
9月23日【スポーツ交流】タグラグビー・フ

レンドリーマッチ 
9月23日【関係者との交流会】 

  

9月25日【成果報告会】 9月25日【成果報告会】 

 

9 月 25 日【外務省表敬訪問】堀井巌外務大臣政務官 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/a_o/rc/page25_001621.html 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ ラオス青年 

基調講演を聞いて感激しました。日本人の時間厳守、近代的な技術の使用などに関する内

容でした。講義は我々の言葉であるラオス語に通訳してくれ、説明や講演を聞いてタグラ

グビーの由来と歴史、ASEAN の未来に向けての活動計画などについての新たな知識を得る

ことが出来ました。学校交流プログラムでは、日本の学校は学校の中を綺麗に汚れないよ

うにするために、校舎に入る時に外履きを上履きに履き替えていることを実際に見て、感

激しました。心のこもった歓迎を受け、クラブ活動に参加して今まで経験したことがない

おにぎり作りや柔道をすることができて感激しました。飲料水製造工場の視察では、お客

様に安全で美味しい水を供給する為に、井戸から天然の地下水をくみ上げて原水としてい

る事、厳しい水質検査や製品検査、近代技術を使用している事を知り感動しました。 

◆ インドネシア青年 

日本の文化やスポーツについての講義は、帰国後友人達に教えるために大変有意義でした。

学校交流では、生徒達は大変親切で、礼儀正しく、色々なことを教えてくれました。静岡

県による講義も大変良かったです。宿舎も快適で、各活動も大変楽しいものでした。日本

人は私たちが良く理解し、円滑に行えるように助けてくれるので、日本のすべてが好きに

なりました。日本は自分のことを大変助けてくれたので、将来、勉強や仕事のため、或い

は日本で活躍するスポーツ選手としてまた日本を訪れたいと思います。また、日本の各施

設では最新の技術を見ることができ嬉しかったです。日本の人々は皆気さくで、礼儀正し

く親切で、楽しくコミュニケーションも取ることができ、嬉しかったです。 

◆ マレーシア青年 

講義はとても面白いもので、大部分の内容は理解できましたが、言葉の壁で時々難しい時

もありました。学校訪問での交流はとても面白く、楽しめました。マレーシアと日本の学

校の違いを目にする事が出来ました。宿泊先のロッジは大変快適で、リラックスできまし

たし、富士山を見る事ができる所でした。 

◆ シンガポール青年 

講義はすべてわかりやすく、事前によく準備されていました。日本の学校はどのような自

然災害にも耐えられるような独特の建築になっています。工場訪問ではスタッフの皆さん

が私たちをゲストとして迎え入れてくれてとても友好的でした。 

宿泊施設も素晴らしくとても快適でした。ほかの国の学生達のロッジにも近く互いに交流

ができて絆を深めることができました。文化施設訪問(三嶋大社)は素晴らしい建築で、こ

の訪問を通して日本文化の多くを学ぶことができました。神社が如何に日本人の生活に根

付いているかを知りました。 

 

５．受入れ側高等学校の感想（抜粋） 

 教員 

本校の体育の授業の準備運動であるバッコミ（エアロビクス）を見学し終わったあとタイ、ベ

トナムの生徒から拍手がおこり盛り上がりました。英語部との交流では、書画カメラもその場

で準備でき画像を見ることでよりタイ、ベトナムの伝統文化を知ることができました。自校の

英語部の生徒は、タイ・ベトナムの生徒の英語力、努力惜しまず学ぼうとする姿勢にレベルの

高さを痛感し、刺激を受けていました。部活動見学では、特に弓道と茶道に興味関心が強く弓
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道では用具や、技術的なことにも多くの質問がありました。体育館での部活動では、バレーボ

ールとバスケットボール経験者が飛び入りで練習に参加し一緒にプレーすることで、盛り上が

りを見せました。本校の生徒にとっては、タイ、ベトナムの生徒に大変な刺激を受け貴重な体

験をすることができました。今後も機会があれば、日本の国際交流事業に協力をしていくこと

で本校生徒に還元できればと思います。 

 学生 

文化も生活も全く違うと言っても過言ではない彼らとの交流は、すごく刺激的かつ新鮮でした。

私たちの考え方との類似点、相違点を知ると同時に、互いの国に対する理解が深まり、とても

興味が湧きました。また、何度も言葉を交わすうちに、少しずつ英語のアクセントや発音の違

いが分かるようになり、会話自体も楽しむことができました。今回、このような貴重な体験を

通し、非常にたくさんの今まで知らなかったことを学ぶことができ、多くの知識を得ることが

できました。 

 

６．参加者の対外発信  

  

（フィリピン青年） 

ラグビーは心をワクワクさせます。今日

はビッグデーです。ラグビーが ASEAN 

や世界を一つにしてくれます。スポーツ

ファンとして、自分の街で最初のラグビ

ーチームを作ることが本当に待ち遠し

いです。「One for all, All for one」

は、ラグビーのコアとなる 5 つの価値観

を表す 1つです。 

（ラオス青年） 

初めての訪日で、他国友達と会えて本当に

ワクワクしました。滞在中のタグラグビー、

本当に楽しかったです。 

この経験を与えてくれて、本当にありがと

うございました。 
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（フィリピン青年） 

御殿場南高校を訪問し、高校の学生と交

流することができました。本当に思い出

深い経験となりました。交流時間は短か

ったけれど、日本人学生が大変規律正し

く、礼儀正しく、フレンドリーであること

を知ることができました。 

（タイ青年） 

（三嶋大社は）三島市にあり、大山祇命と事

代主命を祀っている開運にご利益のある神

社。三島は長い間宿場と霊験あらたかな神社

の町として栄えたところです。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

 

  

（東ティモール） 

◆タグラグビーの普及 

・各学校内でタグラグビーを行う 

・体育の授業でも行う 

・学校間の試合を行う 

◆ゴミの管理 

・ゴミの捨て方を見直す（有機ゴミ、非有

機ゴミの分別） 

（シンガポール） 

◆スポーツマンシップとスポーツの楽し

みを推し進める目的で関心を高める以下

の活動を実施する。 

・来年日本で開催されるラグビーワール

ドカップを周知する。 

・オールフォーワン、ワンフォーオールと

ノーサイドの精神を伝える。 


